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乳児保育再考V正

一　 3 歳未満児の保育室の 在 り方を考え るために 一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 阿部和子　　（聖徳大学短期大学部）

1．は じめに

　本研究は、保育所に 対する社会の ニ
ーズ が拡大 して き

て い るこ とを視野に入 れ て 、乳児保育がこ れまで に実践

し蓄積 して きた こ とが らの 再 検討 を し、これ か らの 保育

所 （乳児 保 育）の 役割 を考え るこ とを 目的 と して い る 。

　一日の 大半を過ごす場所で ある保育室 にっ い て、前々

回は 0歳児、前回は 1，2 歳児 の それ ぞ れの 保育室に対

する保育者の 考えと実際の 保育室につ い て検討 しtCe今
回は、それらの まとめとして 「3 歳未満児の 保育室」 の

在 りようにつ い て、「住まい （住まう）J とい う視点から

検討を加 える こ と とす る。

五．方法

　方 法 は 「保育室 」 に つ い て の ア ン ケート調査 で ある。

　対象 は、K 市公 立保 育園全 園 21 園の 0 ，・1 ，2 歳児

担 当の 保育者 であ り、内訳は表 1 の 通 りで あ る。 調査 期

間は 2001 年 9 月 か ら 10 月 上旬 である 。

表 1．調査対象

室 禰 回答数 鵬

0 歳 22 18 82 ％

1歳 25 22 88 ％

2歳 25 22 88 ％

合肝 72 62 86 ％

＊ 1 園 に複 数同

一
年齢 ク ラス が

ある園L・0歳児保

育 を実施 して い

ない 園もある。

皿．結果の考察

1 ．保育室の現状

　 0〜2．歳ま での 保育室に つ い ての 保育者の 考え は 「家

庭的雰囲気一安心 ・やすらぎ・
ゆっ た り1 に代表され、

そ の 考え を実現す る と考えられ る 「保育室の環境構成の

ポイ ン ト」 とし て は、概 して い うと仕切られ た空間と小

人数を上 げて い る （200 　2
’
，20

「
03 ）

’
。

（1 ）　 仕切 られた空間に つ い て

　保育室空間を、実際に どの よ うに仕切っ て い るの か に

つ い て み て み る と、大きくは保育室 の どこか を仕切 っ て

い る もの と、仕切 りの ない 保育室 の 2 つ の タイプ に分け

られた。その 内訳は表 2 の 通 りで ある。

保育室の 在りように につ い て は 「家庭的雰囲気
一
安心 ・

やすらぎ ・ゆ っ た り」 をあげ、そ の 保育室の 環境構成の

ポ イ ン トとして 「区切 る」 とい うこ とをあげて い るが、

実際に どこか を仕切っ て い る （タイプ 2 ）保育室は、全

体で 43 ％で ある。0 歳児室で約 6割、2歳児室で約 3

割と年齢が高くなるにつ れて 「仕切らなくなる」 傾向 に

あ る。

表 2 ．現状の保育室の タイ プ　単位 ：俣育室数 0．ぱ％

タ イ プ1 タイ プ2 合計

0 歳児 7 （41 ） 10 〔59 ） 17 （100 ）

τ歳児 12 （55 ＞ 10 （45 ） 22 〔100 ）

2歳児
’

16 （73 ＞ 6 （
「
27 ） 22 （

』
100 ）

甜 35 （57 ＞ 26 （43 ） 61 〔100 ）

＊ 0 歳児の 保育室 にお い て 、理想の 保育室が書か れてい なか っ たの

で 、1保育室の 結果を削除 した の で 保育室合計が 17 となる。

　（2 ＞　 小人数に つ い て

　 K 市公 立保育園にお け る、0 歳児室の 保育者 と子 ども

の 定数は、おお よそ 7割が 4対 12 で ある。また 1歳児

室 の それ は、5割が 3対 16 、3割強 が 2対 12 で あ り、

2歳児室の 定数は、約 7 割が 3 対 18 とな っ て い る。ど

の 保育室におい て も、現状の 定数 で 良い とす る保育者は

少 数 で 、大方の 保 育者は今 よ り少 し緩和 され た 定数を希

望 し て い る。集団の 大きさで は、お お よそ 0歳 児 が 10

人 以 下、1歳児で は 8〜12 人 、2歳児 では 10 人 〜 1

8 人 で、18 人 の 集団を希望 し て い るの は少数で あ りタ

イプ 2 の 保育室を構成 して い る保育者 で ある 。

（3） 現状 につ いての 考察

　 （1） と （2）か ら、現状におい て保育者が望む 「家

庭的雰囲気1 の ある保育室を作 り出すた め に 、現状の 子

ども集団は 大きすぎるの で、それ へ の 対応として 空間を

厂仕切る1 （タイ プ 2＞こ とで 小 さな集団を構成す るこ と

を考 えてい る。しか し、現 実 の 保 育室 は タイ プ 2 の 保育

室が 5割弱 で あ る。

2 ．理想とする保育室

　今回は、保育室の 調査にお ける 「理想 とす る保 育室 」

の 図示を整理 し、さらに保育室 の 在 りよ うを検討する。

　 （1）仕切るとい う視点か らの 分析

　　理 想 とする保育室 の図示を、現実の 保育室と同 じよ

うに空間構成 （仕切 る）に着目して分類 したもの が表 3
で あ る。

　表 3 か ら、理想 とする保育室 にお い て は、空 間 を小 さ

くす る とい う 「仕切られ た」 空間構成の 保育室 （タイ プ

2）が約 9割 と圧倒的 に多 くなる 。 年齢別 にみ る と、2

歳児の 保育室にお い て、9割強 とタイ プ 2が望ましい と

して い る。しか し、現実の 保育室 にお い て タイ プ 2 の 仕

切られた保育室は 3割弱であ り、2歳児にお い て現実 と
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理想 とする保育室 の 在 りきうの 差が最 も多い ζと．が理 解

で きる cr

　表3 ．理想とする保育室のタイプ 、 ∫　 ．．
・

，

タイ プ 1 タ イプ2 合計

0歳児 2 （12 ） 15 （88 ） 17 （100 ）

1歳児．・ 、 ¢ ・（14 ） 19 （66 ） 22 ン〔106 ＞

2歳児， 2 〔 9 ） ．  〔91 ．） 2・2qOO 》

合計 、・7 、（11 ）・ レ54 （89 ） 6 マ （100 ）

，t　 O歳児室合計 1．．7 にQ い て ： 無記入 1 ．

　「　．単位は保育室掌 O 内は％ ．
，

i

（2 ）住む （住まう）という視点　、

　保育室ぽ 子 どもの生活する拷所で南る。．生活すると

．V　〉．うこ とを、
’
i日の ある時間 をそ 1 で 過 ごす とい うこ と

が 毎 日繰 り返 され る．とい うように、．1 日の 通過点とし て

捉えるとき s つ ま り∫子 どもが 生活 し育つ の は 「家庭」

で あり、保育所 （室）は家庭養育の 補完をする場所と捉

緬 と・
「
子 どもの 蛎 ず腸所 に ・ S．　〈家嗣 従 （ee「「

所）関係が生 じる。 ÷方！．1 日の ある時間をそ こに ．「留

まる）．つ ま り、子 どtte生活が項 の ある時間を 「家庭1

で 、そ して あ る時間を．「保育所 倥）」で生活す る とい う

住ま い 方 と挺える こ とも可能で あ る 。

　 「住ま う」 とい う視点t’、保 育所 （室）の 生活 を 考え

ると、生 活全般を支 え る基底 となる層で あ る 「寝 る ・食
べ る」 とい ら活動が、生活

．
（保育内容）の 重要な部分に

なる。

’
住み か （住まう

’
とこ ろ）を住みか たらしめて い る

もの は 、 濃密な入間関係 （情緒的に特別な結びつ きを持
　　　　　　　　　　　　　
っ た人々 ）

’
と、他か ら区別 された特別な空間での くつ ろ

ぎ ・安らぎである。
’
こ の 特別な関係 と空間の 中で、子ど

もは1概 し て い うと世話を して もらう生 活を通 して くっ

ろ ぎ T安らぐと考えられる。　　　　
噛

’
子 どもは 1 発 達の そ の 最初にお い て 、他か ら殴 rlされ

た特別 の 場所におlrKて／、世舐されるこ と
’
を通 して 特別な

関係を作り上 げるや りとりの なかで 安らぎ ・安心する。・

　以上の ように考える と1保育者が・［家的雰囲気」 を重

視す る とい うこ とは、．生活 の基底となる部分に重きを置

い た保育を重視してい る と考えられる 。保育者がい う「家

庭的雰囲気」 とい うの は、現実の 家庭をモ デル とし て い

る の では なく、安心 して そ こ に住むとい う 「住まい 方 ・

居方」 の 問題として 捉 えて い ると考え られる。

・・
（3 ）保育者の 理想とする保育室

　　こ こ で は．「住まい 方」 を 「仕切 る」 と言 うこ とを通 し

　て検討ずる。 子どもの 隼活 ．（保育内容朝を 「食べ る
・寝

　る ・遊ぷ」 とい うよ うに 大き く捉 え た ときに 、 保 育者が

　どの 活動 を重視してい るの か とい うこ とが保育室の仕切

　られ 方 に表れ て い る と考えられ る。

　　  0歳児 は
．
「療鄭 空間¢嘩保炉5割強の保育室で な

　され、「食べ る」 に っ い て は 6 割の 保育室k’x 「遊び 」 に

　つ い ては 4割の 保育室で空間を確保 して い る こ とか ら、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

一
人ひ と りの 子 どもの 欲求に 対応す るこ と、そ こ で の や

　りと りを通 して そ の 空 間の 意 味を獲 得 す る こ と、そ して

ぞめ塞間の 雰囲気 ζ例えば衆事をする場前7））．が子 ども

　を育てる こ とが 可 能な保育を理想 と して い る と考える こ

　とがで きる。  1、2歳児 で賦 7割蒻が 「食べ る∫空

　間を他と区別 したい と考え て い る。

’
そ L

”

て 、 十分に遊 べ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 T

　る空間を他か らEISI亅したい とす る こ と
’
も1歳児で は 0歳

児より多く6一割強で あるが 2歳兜で は 0歳児と同 じく4

割となっ てい る。生活 の 基底 とな る蔀分の 「寝 る」 こ と

　に重 き を置 い た空 間構 成 は 「一人∫ で安 心 してい られ る

　とい う見守 られ てい る とい う経験 を大切 に した生 活 とい

　うこ とが で きる 。

』
そ して、1，2歳児め 「食べ る」空間

　に重 きを置い た空間構成は、「他 と
一
緒に」とい う共 向す

　る こ とを大切に した 生活
’

t’い ．
うこ とhsで きる／i’ もち ろん、

発 達的に 1・， 2歳児の 「や りた い 伯 立 へ の欲求）J が子

　どもの 周囲の こ とがらに 向か い 、この 時期 の 発 達課 題 が

基本的生活習慣の 獲得 に ある とい うこ ともある。「食ぺ

　る∫とい うこ とは人に向か い 、そ の 行為が共有される こ

　とで、つ ま り能動的な行動 の 中で獲得され てい くこ とを

考 え る と、一
緒に い て 受け止 めて も、らうとい う経験を重

視 した生活とい うこ とが で きる。 保育室の 条件は 「一人

で い る こ と」、そ して 「他 と共 に い る こ と」 の 両方が経験

　され るこ とが必要で ある と考えてい て．．ウエ イ トの置か

れ 方は年齢に よ り異なる と考えてい る と言 える。

IV．今後の誤題　　　　　　　　　　 ，・

　 住む ・住まうとい う視点で保育室環境を捉えよ うとす

　る時」 そ こに留ま る （そ こで の 時間の 流れ）」 とい うこ

　とを考 えた 時の 保 育室の 在 りよ 転．子 ど もに とっ ての安

心 できる空間の 大きさなどの 検討、さ射こ 2磯児の 保育

室に お け る現 実 と理 想の ズ V
，
の 原 因 究明 が 課 題 となる。

食 ・遊 ・睡
’

主に食事 を 主 に睡 眠 を 主 に遊 びを
‘

その他 合計

0 歳児 ．1　 4 5 4 2
’
0 15

1歳児 、 5、 ・8
’
　　 、 0 5 ． 11 19

2 歳児．． 4
噛・囓 ト．9

．
0　

「1
4　

1
　 ・　 L ・，　 』3 20

■ 13
．
（24 ）

・．・
r22

（4D 4 （7 ） ．11 ．（・20 ）
圏
4 （7）、 ・54 （1．QQ ）

．
表4 ．理 想の 保育室タイ ブ 2 の 仕切られ方　　　　ttt 単位は保育室数　

’0 は％ T．
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